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１．ビジョン策定の流れ
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・第５次総合計画/総合戦略
・人口・社会経済の動向、社会潮流、国・県等の政策動向
・市民意識（まちづくりへニーズ・考え方）

市民WS（9月・10月）
・良いところ・悪いところ
・10年後のイメージ

市民WS(1月)
・まちの将来像

市民WS(11月)
・分野別の方向性庁内検討

課題・都市像
↓

重点テーマ
↓

分野別政策
総合戦略

↓
土地利用方針

↓
↓

ＫＰＩ等

・まちづくりについて
→まち全体・分野別に多様な意見を頂いた

第１回審議会
（9月）

(前提とする）現行計画
等の理念や目標像

守山市の
現状・動向

・課題抽出
・次期ビジョンの論点整理（問題提起）

まちづくりの課題
抽出・論点整理

・こんなまちにしたい
→課題・論点を踏まえたあるべき・ありたい姿の議論

第２回審議会
（11月）

・将来都市像検討のためのキーワード
・将来都市像（案）検討

将来都市像の
叩き案作成

・将来都市像の検討、人口ビジョンの確定
・分野別政策の検討

第３回審議会
（2月14日）

・将来都市像完成
・分野別政策、土地利用方針等の検討

将来都市像の案
作成

・長期ビジョン（骨子）の検討
→将来都市像の確認、土地利用方針等の検討

第４回審議会
（5月予定）

・長期ビジョンの素案の検討
長期ビジョンの

素案作成

・長期ビジョン（素案）の確認第５回審議会
（8月予定）



２．第2回審議会の結果（主な意見）
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○長期ビジョンのあり方について

•【守山市民憲章】を踏まえてまとめるのがわかりやすい

•市民がやりたいことがどれだけできたかを測るには『幸福度』がわかりやすい

○将来都市像について （ひと・くらし・まち の視点から）

•人口が減っても人材を増やしていくという考え方が必要

•子どもたちの主体性をはぐくみ、子どもの頃から地元への愛着、誇りを持つ人材
を育てていくことが重要

•これまでの伝統や過去の延長線上に未来があるのではなく、一人ひとりの個々が
どう輝くかという視点が必要

•自治会やPTAなど、時代に合わせて変化し、合わせていく視点が必要

•若者世代、中間世代、高齢世代と各世代の居場所が大切

•守山に市外から通勤する人が、地域にどう関わってもらえるかという論点も深め
ることが必要

•過度な商業化や開発ではなく、空き店舗や古い建物を活かし、付加価値をつけて
人口を増やす

•活動情報や場所が可視化されたハブにがあれば、様々なコミュニティが育ってい
くまちになる

•野洲川や琵琶湖のある自然豊かな守山の良さを生かし、子どもたちが水に親しめ
る原体験ができれば



３．長期ビジョン2035の構成
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１.長期ビジョンとは

（1）ビジョンの位置づけと構成

（2）計画期間

（3）ビジョンの推進

２．守山の現況

（1）市内外の環境の変化

（2）守山市の特徴（強み・弱み）

（3）2035年に向けたまちづくりの姿勢

３. 将来構想

■[前提]50年先のめざすまちの姿

「豊かな田園都市」

■将来都市像 10年後のめざすまちの姿

私の『想い』がかなうまち

■めざすまちづくりの視点

〇ひと 〇くらし 〇まち 〇環境

：本日議論いだたく内容

■分野別政策

■人口ビジョン

〇2035年の目標人口

■土地利用構想

〇市全体の土地利用構造 ※都市マスと整合を図る

〇拠点エリア（守山駅周辺、市民交流ゾーン、湖岸）の方向性

長期ビジョン

上記の将来構想を踏まえ、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、総合戦略として取り組む施策を整理

総合戦略



４．策定に向けた調査の状況

• 市民ワークショップの概要
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＜まちへの思いを幅広く抽出する＞

〇守山市ってどんなまち（現状把握）
〇10年後の守山市のイメージ

・北部と南部で同一内容で各１回開催

・16歳から79歳の市民4,000人（無作為抽出）に案内を送付し、10代か

ら70代まで75名が参加

＜まちづくり分野別に掘り下げる＞

〇分野ごとのありたい姿（課題、方向性）

・17歳から75歳の市民20人が参加
・子育て・教育、自然・環境、生活利便、住環境、産業など７つの分野別
に10年後のありたい姿について意見交換

＜まちづくりで大切にしたいこと＞

〇分野を超えて市全体で大切にしたいまちづくりの視
点や言葉

＜守山市が目指す方向を考える＞

〇10年後の守山市が目指す方向
・まちづくりの視点、そこに込める言葉や思いをまとめる

第１回
(9/29）
第２回
(10/6)

第３回
(11/16）

第４回
（1/19）

参加者

宿題



４．策定に向けた調査の状況
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• 第４回市民ワークショップの結果（１月19日）－10年後の守山市が目指す方向

ひ
と

「お互い様」精神で育む みんなが主役になれる故郷 守山！

・世代を超えてつながれる大家族システム
・世代・出身など多様な人たちが主役になれる
・つながりがあるからこその帰ってきたい居場所

思いやるこころ／支え合い／Helpが言える環境／
世代を超えた人のつながり／垣根のないまち／
誰もが主役

く
ら
し

凸凹（でこぼこ）に合わせたまち

・不登校の子や居場所のない人など、様々なバックボーンを持つ人が暮らすまち
・凸凹（でこぼこ）を直すのではなく、そのままに暮らしやすいまちに

住みやすさ／子どもがのびのび育つ／
ふらっとな人間関係／居場所／
市民の思いが実現するしくみ

ま
ち

安全安心で誰でも気軽に使える交通があるまち
誰でもどんな病気も気軽に相談できる窓口が充実したまち

・交通の不便な地域（駅周辺以外など）もあり、課題を抱えている
・公共交通が充実すると病院に通いやすくなる

誰でも／まんべんなく／
自由に移動できる／気軽に病院にいける／
安全

環

境

守山で継験

・自然を守る、自然災害などから命を守る
・人と人を継げる、産業と産業を継げる、文化・仕事の継承、次世代に引き継ぐ
・自然との触れ合い、歴史学習、企業（仕事）体験など、体験や経験が大切

人とひとをつなぐ／
地産地消／ふれあい

総

合

愛も自然も人も深化し続ける守山人 攻山守山50：50

・今いる市民がもっともっと深く守山のことを知り、守山愛を深める
・守山を一度出た人も帰ってきたくなるような故郷でありたい
・バランスが重要で、守るために攻める

都会と田舎のバランス／バランスの良いまち／
役割分担／誇り／横のつながり／継承／守山愛／
深化し続ける

みんなでつくり、みんなが誇れる持続可能なまち守山 －見える目標と達成度－

・何を頑張ればよいか、目標を見える化し、アクションプランをつくる
・市役所、市民、子ども、企業もみんなでつくり、目標を子どもや孫に引き継ぐ
・みんなで、しっかりPDCAをまわし、チェックする仕組みが重要

共創／みんなでつくる／PDCA／SDGs／
ゴールを見えやすく／やめる勇気／生産性向上／
政策の振り返り／市民懇談会／
市民がチェックする仕組み
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１.長期ビジョンとは

（1）ビジョンの位置づけと構成

（2）計画期間

（3）ビジョンの推進

２．守山の現況

（1）市内外の環境の変化

（2）守山市の特徴（強み・弱み）

（3）2035年に向けたまちづくりの姿勢

３. 将来構想

■[前提]50年先のめざすまちの姿

「豊かな田園都市」

■将来都市像 10年後のめざすまちの姿

私の『想い』がかなうまち

■めざすまちづくりの視点

〇ひと 〇くらし 〇まち 〇環境

：本日議論いだたく内容

■分野別政策

■人口ビジョン

〇2035年の目標人口

■土地利用構想

〇市全体の土地利用構造 ※都市マスと整合を図る

〇拠点エリア（守山駅周辺、市民交流ゾーン、湖岸）の方向性

長期ビジョン

総合戦略

議題 (1) 将来都市像等について

上記の将来構想を踏まえ、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、総合戦略として取り組む施策を整理
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将来都市像 設定の考え方

検討の前提とするもの

■市民憲章の理念を引き続き継承
※「自然と都市が調和し相互補完しあいながらまちの魅力と持続可能性を高めている」といった価値

■50年先のめざすまちの姿『豊かな田園都市』の実現
※市民一人ひとりの心身の「豊かさ」、地球環境との共生、自然環境や教育文化等の「豊かさ」の実現

■第５次総計の都市像の発展的変更
※「『わ』で輝かせようふるさと守山」に込められた「人と人のつながり」を基盤とするまちづくり

■市の現状と内外環境変化に対応した視点を意識
※市の強み、人口増加の鈍化や多様化、DX化等による「時代の転換点」を踏まえた前向きなイメージ提示

ポイント

■一つひとつの幸せが積み
重なりつながって住み続
けたいまちになっている
こと

■個性や立場、時代の変化
に対応してそれぞれが自
分らしく挑戦し進化でき
ること

■都市と自然がバランスよ
く調和していること

市民の考える将来の守山

市民アンケート

市民ワークショップ

審議会（1～2回）

議題 (1) 将来都市像等について
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＜50年先のめざすまちの姿＞

現在も未来にもずっと持ち続けるべき基本的な姿として位置づけ

豊かな田園都市

〇豊かな田園・自然環境と活気ある都市環境がバランスよく融合したまち

•

•

•

•

•

•

•

•

•

＜10年後のめざすまちの姿＞

「豊かな田園都市」をめざしながら、この10年間の時代の流れの中でめざす姿として位置づけ

私の『想い』がかなうまち
～守るために攻めるサステナブルなまち 攻山！守山！～

〇培われてきた「田園都市」の魅力や、多様な個性、人のつながりなど、
守山のまちの良さを守りながら、未来に向かって進化し続ける

〇守山に関わる市民一人ひとりや地域がまちづくりの主役となり、それぞ
れが夢やかなえたい想いを持ち、行動（挑戦）することができる

〇一つひとつの行動（挑戦）が幸せを生み、積み重なり、つながることで、
みんなで共にまちの魅力を高め、住み続けたいまちになる

将来都市像

議題 (1) 将来都市像等について
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視点 ひと くらし まち 環境（土台）
（かんきょう）

１０年後
に目指す
まちの姿

〇多様性を認め合い、ひと

り一人の個性や能力を活

かす場所がある

〇地域の人材、場所がハブ

となり、ひとや情報がつ

ながっている

〇市民ひとり一人のやって

みようが実現できる

〇誰もが文化・芸術、ス

ポーツに親しみ、いつま

でも心豊かに輝くことが

できる

〇誰もがゆるやかにつなが

り、互いに支えあってい

る

〇ふるさとを愛する市民が

育っている

〇子どもを産み育て、働き

やすい環境が整っている

〇誰もが健やかで心豊かに

自分らしく暮らすことが

できる

〇子どもから高齢者までそ

れぞれの居場所・活躍の

場がある

〇本人の意欲と能力に応じ、

働くことができる多様な

仕事や働き方がある

〇誰もが安心して学ぶこと

のできる多様な学習環境

が整っている

〇地域全体で支えながら、

誰もが安心して移動でき

る地域交通がある

〇ＤＸや新たな技術の活用

により、便利で快適にく

らすことができる

〇災害に強く、安全、安心

に暮らすことができる社

会インフラが整備されて

いる

〇地域ごとの特性を活かし、

まちの景観と自然が調和

している

〇資源が循環するサステナ

ブルなまちとなっている

〇地域で働くことができる

魅力的なしごとがある

〇起業家等、若者のチャレ
ンジを応援するまちと
なっている

〇まちの魅力・強みを活か

し、交流人口、関係人口

が増えている

〇環境学習都市宣言が具現

化されている

〇ホタルなどの豊かな自然

環境や歴史、文化が保

全・継承されている

〇琵琶湖や野洲川等の豊か

な自然環境に触れ、様々

な体験ができる

〇活発な自治会活動が継続

されている（地域力）

〇青少年赤十字の精神「気

づき・考え・実行する」

が実践されている

議題 (1) 将来都市像等について
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分野別政策と行政項目

つながり
教育・学習
・子育て

文化・スポーツ
健康・福祉

・医療
暮らしと働き 安全・安心 環境 行財政運営

人権・同和・平和
男女共同参画
多文化共生・国際交流
市民参加まちづくり
コミュニティ
愛着と誇り（シビックプラ
イド）

学校教育
社会教育・青少年育成
就学前教育
児童福祉
母子・父子福祉

スポーツ
文化・芸術
文化財

地域福祉
障害者（児）福祉
高齢者福祉
健康づくり、保健予防
医療
生活困窮者支援
保険、年金

健全財政・行政運営
政策形成・広域行政
地方創生
広報・広聴
情報公開
情報通信

農水産業
商工業
観光
勤労者福祉・就労支援
地域交通

危機管理
防災・消防・救急
交通安全・防犯
消費生活
都市計画
都市景観
住宅・宅地
道路
河川
上・下水道

公園
緑化
水辺環境
地球環境保全
廃棄物対策・リサイクル
公害防止
自然環境
生活環境

議題 (1) 将来都市像等について
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１.長期ビジョンとは

（1）ビジョンの位置づけと構成

（2）計画期間

（3）ビジョンの推進

２．守山の現況

（1）市内外の環境の変化

（2）守山市の特徴（強み・弱み）

（3）2035年に向けたまちづくりの姿勢

３. 将来構想

■[前提]50年先のめざすまちの姿

「豊かな田園都市」

■将来都市像 10年後のめざすまちの姿

私の『想い』がかなうまち

■めざすまちづくりの視点

〇ひと 〇くらし 〇まち 〇環境

：本日議論いだたく内容

■人口ビジョン

〇2035年の目標人口

■土地利用構想

〇市全体の土地利用構造 ※都市マスと整合を図る

〇拠点エリア（守山駅周辺、市民交流ゾーン、湖岸）の方向性

長期ビジョン

総合戦略

議題(2) 人口ビジョンについて

■分野別政策

上記の将来構想を踏まえ、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、総合戦略として取り組む施策を整理



ー人口の現状ー
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 人口の伸びの鈍化により、2024年の実績は
85,871人、2025年人口は86,000人程度になると
予想。

 将来人口推計値（低位）よりも下振れの可能性。

84,131

86,295 87,515
88,043 87,996

87,408
86,382

84,816

パターンB（中位）

82,628

89,371
90,308 90,323 89,789

88,660
87,205 パターンA(高位)

85,225

86,159
87,643

87,025
85,806

84,277

82,335

79,967

パターンC（低位）

76,980

予測値

86,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年
70,000

80,000

90,000

100,000

（人）

84,131

84,775

85,539
85,846 85,871

予測値

86,000

83,000

84,000

85,000

86,000

87,000

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

（人） 【人口の推移(実績)】

人口増が鈍化

【将来人口推計値】

議題(2) 人口ビジョンについて

人口：各年９月末



 まちの活力維持のためには、緩やかな人口増加を維持していくことが大事

 緩やかな人口増加を維持し、中位推計と同等の2035年の88,000人を目指すともに、現在の
人口年齢バランスを維持。（20～64歳：56％）

 目標達成のため、子どもを産み育てやすい環境整備や住宅需要を踏まえた都市計画などの
制度改正等、様々な施策に取り組む。

14

2035年の目標人口 88,000人

人口ピーク

議題(2) 人口ビジョンについて

維持

人口：各年９月末

構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはなりません。
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１.長期ビジョンとは

（1）ビジョンの位置づけと構成

（2）計画期間

（3）ビジョンの推進

２．守山の現況

（1）市内外の環境の変化

（2）守山市の特徴（強み・弱み）

（3）2035年に向けたまちづくりの姿勢

３. 将来構想

■[前提]50年先のめざすまちの姿

「豊かな田園都市」

■将来都市像 10年後のめざすまちの姿

私の『想い』がかなうまち

■めざすまちづくりの視点

〇ひと 〇くらし 〇まち 〇環境

：本日議論いだたく内容

■分野別政策

■人口ビジョン

〇2035年の目標人口

■土地利用構想

〇市全体の土地利用構造 ※都市マスと整合を図る

〇拠点エリア（守山駅周辺、市民交流ゾーン、湖岸）の方向性

長期ビジョン

総合戦略

議題(3) 総合戦略について

上記の将来構想を踏まえ、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、総合戦略として取り組む施策を整理



ー国における総合戦略（R5.12.26改訂）ー
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デジタルの力を活用した地方の社会課題解決に向けた取組を加速化・深化

１．地方に仕事をつくる
スタートアップ・エコシステムの確立、中小・中堅企業DX（キャッシュレス決済、シェアリングエコノミー等）、
スマート農林水産業・食品産業、観光DX、地方大学を核としたイノベーション創出等

２．人の流れをつくる
「転職なき移住」の推進、オンライン関係人口の創出・拡大、二地域居住等の推進、地方大学・高校の魅力向上、
女性や若者に選ばれる地域づくり等

３．結婚・出産・子育ての希望をかなえる
結婚・出産・子育ての支援、仕事と子育ての両立など子育てしやすい環境づくり、
こども政策におけるDX等のデジタル技術を活用した地域の様々な取組の推進等

４．魅力的な地域をつくる
教育DX、医療・介護分野DX、地域交通・インフラ・物流DX、まちづくり、文化・スポーツ、国土強靱化の強化等、
地域コミュニティ機能の維持・強化等

議題(3) 総合戦略について
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基
本

目
標

1.地域で働く生産性の高い魅力的

なしごとをつくる

2.地域の魅力を生かし、交流人口

の拡大を図る

3.子育てしやすい環境の整備 4.ひとが集う、安心して暮らすこと

ができる魅力的なまちをつくる

施
策
の
基
本
的
方
向

・起業・創業支援、企業誘致によりし

ごとをつくる

・既存企業の活性化を図ることでしご

とをつくる

・農水産業の振興を図る

・地域を活性化させ、新たな人の流れ

をつくる

・子育てしやすい環境を整備する ・地域に愛着を持つ人を増やすことで、

住民自ら住み続けたいまちをつくる

機運を高める

・ホタルからイメージされるきれいな

水、環境を守る市民性を継承してい

く

・スポーツを通じた健康づくりとコ

ミュニティの強化

施
策
の
柱

・企業誘致、創業支援と就業促進、就

農支援に取り組み、特に起業・創業

支援を行う。

・魅力的な「しごと」をつくるため、

ものづくりや農業などの振興と人材

育成、新たなしごとの創出を図る。

・行き、住み、働きたいと思うまちづ

くり、守山らしいバランスのとれた

「住みやすさ」充実で定住促進につ

ながる新しい人の流れをつくり出す。

・自転車や湖上交通等、守山らしい素

材と強みを活かした観光交流を推進

し、国内外から人を呼び込む。

・子どもを産み育て、働きやすい環境

をこれまで以上に充実させ、若い世

代の結婚・出産・子育ての希望の実

現を図る。

・「守山市がまるごと活性化するまち

づくり」を一層推進する。

・「南部市街化エリア」、「中部田園

エリア」、「北部市街化エリア」の

実情にあった土地利用による都市と

田園が調和したまちづくりを推進す

る。

①企業・創業支援、企業誘致

②既存企業の活性化

③農水産業の振興

①地域の魅力を生かした活性化 ①子どもを産み育て、働きやすい環境

の充実

①「人と人」「人と地域」を結ぶ人づ

くり

②環境学習都市宣言の具現化に向けて

③スポーツと健康のまちづくり

（第２期守山市総合戦略）基本目標

本市総合戦略の
改訂方針

 これまでの基本目標（下記の１～４）を踏襲するなか、デジタルの力を
活用した社会課題の解決に取り組む

議題(3) 総合戦略について



＜参考＞

守山市

総合戦略
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議題(3) 総合戦略について


